
域
を
守
る
備
え
と
行
動
が「
共

助
」で
す
。

　
ま
た
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
地
域
で
円
滑
に
協
力
す
る

た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
交

流
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

◇
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

　
し
ま
し
ょ
う
。

◇
地
域
の
実
態(

避
難
所
、
災
害

　
時
要
援
護
者
な
ど)

の
把
握
に

　
努
め
ま
し
ょ
う
。

Ⅲ
　
公
　
助

　
個
人
、
地
域
で
は
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
対
し

て
、
町
や
消
防
・
警
察
・
県
・

国
と
い
っ
た
行
政
機
関
、
電
気

や
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

各
社
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
企

業
が
行
う
支
援
が「
公
助
」で
す
。

　
町
は
も
ち
ろ
ん
、
各
機
関
と

も
災
害
の
発
生
か
ら
で
き
る
だ

け
早
く
、
す
べ
て
の
能
力
を
応

急
対
策
活
動
に
充
て
ら
れ
る
よ

う
備
え
て
い
ま
す
。

◇
災
害
時
に
的
確
な
情
報
提
供
が

　
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

◇
消
防
団
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

Ⅳ
　
自
助
・
共
助
・
公
助
の

　
　
連
携

　
自
分
を
中
心
に
考
え
る
と
、

震
災
の
直
後
、
自
分
を
守
る
の

は「
自
助
」の
力
で
す
。

　
自
分
一
人
で
は
対
応
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
た
と
き
、
頼
る

こ
と
が
で
き
る
の
は「
共
助
」で

す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
自
分
が

可
能
な
ら
ば
共
助
に
参
加
す
る

と
い
う
意
識
が
前
提
と
な
り
ま

す
。

　
そ
し
て「
公
助
」と
と
も
に
状

況
を
安
定
さ
せ
、
復
旧
・
復
興

へ
と
向
か
い
ま
す
。

　「
公
助
」が
活
動
を
始
め
て

も
、
そ
の
援
助
の
手
が
円
滑
に

私
た
ち
一
人
一
人
の
許
に
届
く

た
め
に
は「
共
助
」と
の
連
携
が

効
果
的
で
す
。

　
こ
う
し
た
連
携
が
地
域
、
そ

し
て
自
分
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
、
早
期
に
復
旧
・
復
興
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

災害に強い小野町
それぞれが連携し、

一体となった取り組みが大切です

阪神・淡路大震災では、
がれきの下敷きになった
方の６割は家族、隣近所
の方が救出

個人や地域社会では解決
できない問題について、
国や自治体が支援

自 助
自らの安全を
自ら守る

公 助
行政による

防災・減災対策

共 助
地域の住民や企業などが

お互い助け合う
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